
 

 

 

 

 

 

 

  材料の異方性を左右する結晶方位の数値化 
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１．概要 

 材料の異方性測定として逆極点図測定や極点図測定が行われ、ｒａｎｄｏｍ試料と比較し、 

   規格化が行われた逆極点図や極点図を比較している。 

   又、極点図からＯＤＦ解析を行い、２次元データとして各種Ｆｉｂｅｒで比較が行われています。 

   しかし、比較する材料が多い場合、図で比較するより数値化すると簡単に比較できます。 

   以下に従来の方法とＣＴＲソフトウエアの数値化を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．従来の方法 

２．１ 逆極点 

 簡易的な方位解析として、試料の面内回転を行い、θ/θ－Ｓｃａｎから回折プロファイルを測定 

 各回折線のピーク面積やピーク強度を計算しｒａｎｄｏｍ試料との比率を数値化する。 

 測定データ 

  

 

逆極点解析ソフトウエアによりｒａｎｄｏｍ試料との強度比を計算しステレオ三角形上にプロットする。 

 解析結果 

 

 

    

  対象データが複数の場合複雑 

 

 

 

 



２．２極点図 

 極点アタッチメントで極点測定を行い、ｒａｎｄｏｍ試料極点図で規格化する。 

測定極点図 

 

｛１１１｝極点図を正極点図ソフトウエアで解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．３ ＯＤＦ解析 

 複数の極点図からＯＤＦ解析を行い、完全極点図と逆極点図をＣＴＲソフトウエア表示 

  

 ＯＤＦのテキストをＥｘｃｅｌで読み込み、Ｆｉｂｅｒ表示が行われている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．数値化 

  ３．１ 逆極点 

 サンプルチェンジャーを用いた多数のθ/θｓｃａｎデータ 

  

 Random試料との強度や積分データの比率を一括計算し、数値化する。 

 

数値化後の逆極点図表示 

  

 

 



３．２ ODF解析 

  

入力極点図 

 

再計算極点図 

 

３．２．１ 入力極点図と再計算極点図から、入力データの信頼性を Rp%で計算 

 

Rp%プロファイルが±1.5%以内 

信頼性の高い結果が得られています 



３．２．２ ODF図から各種結晶方位の数値化とグラフ化 

GPODFDisplayソフトウエアでは設定(変更追加可能)されている方位の数値化が可能 

 

数値化 

 

グラフ化 

 

 

 



３．２．３ ODF図からＦｉｂｅｒ解析 

 GPODFDisplayでは各種 Fiberの数値化によりＦｉｂｅｒ図を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３．２．４ 逆極点図の数値化 

  Ｖｅｃｔｏｒ法の解析では方位解析として方位を３６Ｂｏｘに分割して扱うことがあります。 

       この３６ＢｏｘをＯＤＦ解析の逆極点図に利用して数値化を行います。 

   

  ３６Ｂｏｘで表示 

   

  ３６Ｂｏｘを方位として表示 

   

 



 ３．２．５ 複数のＯＤＦ結果を比較する 

 最大８個の方位解析結果を比較 

 ＯＤＦ図比較 

  

 逆極点図比較 

  

 Ｆｉｂｅｒ比較（最大６個のＦｉｂｅｒを比較する） 

  

 

 



４． 対応しているＯＤＦ解析ソフトウエア 

４．１ ＯＤＦ入力データ作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４．２ 解析されたＯＤＦファイルの読み込み 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４．３ Ｅｒｒｏｒ評価（Ｒｐ％） 

  

 

 ４．４ 逆極点図計算 

  

 

まとめ 

 ソフトウエアは柔軟に出来ています。 

 機能追加などご用命頂ければ対応致します。 


